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令和元 (2019) 年度「つなげる食育チャレンジ推進事業」について 学校と家庭の双方向で取り組む「食育チャレンジシート（県作成）」

※〈朝食欠食率の推移〉

　栄養摂取の偏りや朝食欠食など食生活の乱れに起因する肥満・痩身傾向、生活習慣病等の健康課題に対応するた
めには、子供たちが食に関する正しい知識と望ましい食習慣を身に付けることができるよう、学校において食育を
推進することが重要です。また、食を取り巻く環境が大きく変化する中、子供の食に関する課題を解決するには、
子供の日常生活の基盤である家庭における実践が大切です。
　そこで、県教育委員会では、学校が中心となって関係機関等と連携し、家庭・地域と一体となって食育を推進し
ていくため、平成 29(2017) 年度に宇都宮市立今泉小学校をモデル校として文部科学省の委託授業「つながる食
育推進事業」を実施しました。その成果を県内全域に広げていくため、各学校の実情に合わせた効果的な取組が実
施できるよう、平成 30(2018) 年度から「つなげる食育チャレンジ推進事業」を実施しています。
　食育を推進していく上で重要なキーワードとして「つながる」「つなげる」という点に着目した本年度の各校の
取組を紹介しますので、各学校等において食育を推進していく際に、本資料を活用していただけたら幸いです。

〔本県における食に関する現状と推進指標〕
　○朝食欠食率（令和元年度）
〔栃木県〕小 6：3.7％　中 3：5.8％　高 3：19.8％

  　

〈小 6・中 3〉
朝食を「あまり食べていない」「全く食べていない」児童生徒の割合
　※小６・中３：全国学力学習状況調査（文部科学省）

〈高 3〉
朝食を「時々食べない」「毎日食べない」生徒の割合
　※高３：本県児童生徒の体力・運動能力調査

〔令和元 (2019) 年度「つなげる食育チャレンジ推進事業実践校」〕
市町名 学校名 事業対象学年・対象児童生徒数 調理方式 栄養教諭等の配置状況
鹿沼市 みどりが丘小学校 全学年　479 名 共同調理場方式（センター方式） 未配置校
壬生町 睦小学校 全学年　312 名 単独調理場方式 未配置校
那須町 高久小学校 第 3・4 学年　33 名 単独調理場方式 未配置校

足利市
けやき小学校 全学年　329 名

共同調理場方式（センター方式）
未配置校

三重小学校 全学年　337 名 栄養教諭所属校
第一中学校 全学年　234 名 未配置校

　学校における食に関する指導の充実と合わせて、家庭での食に関する取組がなされることにより、児童生徒の食
に関する理解が深まり、望ましい食習慣の形成が図られることから、学校から家庭への働きかけや啓発活動等を積
極的に行うことが大切です。
　本事業では、右図の「食育
チャレンジシート」の活用を
通して、児童生徒が立てた目
標の達成に向け、保護者や学
級担任、給食主任等がアドバ
イスするなど、学校と家庭が
双方向で食生活改善に取り組
みました。
　各実施校では、県が作成し
た「食育チャレンジシート」
の自校化を図り、学校や児童
生徒、家庭の実態に応じて、
月１回または年３回活用する
など、食育チャレンジシート
の活用方法を工夫しました。

　「食育チャレンジシート」は、
栃木県のホームページからダ
ウンロードして利用できます。

（Word 版）
　ぜひ、加工してお使いください！ → http://www.pref.tochigi.lg.jp/m09/shokuiku/2019_shokuiku_challenge.html

※「栃木県教育振興基本計画 2020- 教育ビジョンとちぎ -」における推進指標
　　・評価する観点：家庭において健康な生活（食）習慣が確立されているか
　　・目標値（H32 年度）：0％を目指す。

【食育チャレンジシートを使用して事業を行った実施校の声】
・本校では、県が作成した食育チャレンジシートをそのまま使用し、４月から毎月 19 日の『食育の日』に

実施しました。毎月『食育の宿題』として実施したため、児童も保護者も積極的に取り組み、食に関する
意識の変容や行動の変容が見られるようになりました。

・４月の授業参観後の学級懇談会時に、全クラスで学級担任から食育チャレンジシートについて保護者に説
明しましたが、児童にとっては内容がやや難しい項目があり、使用する前に児童への十分な説明が足りな
かったと感じました。また、使いやすいように形式を自校化していく必要性を感じました。

・市教育委員会で市独自の食育チャレンジシートを作成しました。市内全ての学校で実施できるよう、市内
の栄養教諭等全員で実施校の食育チャレンジシートに目を通し、まずは所属校でどんなことができるか検
討してもらい、徐々に活用を広げていきたいと考えています。

・市独自の食育チャレンジシートを作成しました。レベル１～３の内容をさらに検討していく必要があると
感じました。

・児童生徒は、「○の数を増やす」という目標が明確となり、意欲の高まりを感じました。
・学校では、食育チャレンジシートの内容や集計結果を授業に活用したり、学校保健委員会での資料に活用

したりしました。
・学級担任は、食育チャレンジシートの言葉をひろい、体育科の保健領域の授業などに活用していました。
・ＰＴＡ総会で学校長から保護者に説明してもらったため、保護者は大変協力的でした。
・保護者からは大変好評で、家庭での食に関する意識や行動の変容のためのきっかけづくりとなっていまし

た。今後も継続していきたいと思います。
・保護者が食育に非常に関心をもっていることを感じました。コメント欄にとても熱心に書き込んでくれて

いました。
・保護者から大変好評でしたが、回数を重ねるごとにマンネリ化してきたため、実態に応じた内容の検討が

必要だと感じました。

「「学学校校ににおおけけるる食食育育のの推推進進」」にに関関すするる事事業業ののイイメメーージジ

食育は、生きる上での基本であり知育、徳育、体育の基礎となるべきものである。学校における食育を通して、児童生徒
が豊かな人間性をはぐくみ、生きる力を身に付けることができるよう、家庭や地域との連携を図り、学校給食を教材として活
用しつつ給食の時間をはじめとする関連教科等における食に関する指導を体系付け、学校の教育活動を通じて総合的に
推進する。

〈食育推進の目的（必要性）〉

○栄養教諭を中核とした食育推進事業(H25-26)
→食に関する指導実践事例集作成・配布

○学校給食を活用した食育推進事業(H27-29)
→学校給食レシピ集作成・配布

○地場産物を活用した学校給食推進モデル事業(H28)
→農政部局等関係機関と連携した体制づくり
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県内全域
で実施開始

県内小・中学校等
１０校で実施

○食育の推進に当たっては、学校だけの取組では限界
・学校と家庭の双方向のつながりが必須
・生産者など関係機関との連携が必要

〈課題〉

Ｈ２５～Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０～３１ Ｈ３２

◇朝食欠食率の減少
◇学校給食における地場産物活用割合５０％
◇肥満傾向児出現率を全国より下回る

Ｈ３３～

県内全域
で実施

目目標標達達成成

県内全域で実施するためには、栃木県及び
各地域の実状に即した方法の検討が必要

〈課題〉
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※※指指標標 朝朝食食欠欠食食率率のの推推移移（（栃栃木木県県））
小小６６・・中中３３：：朝朝食食をを「「ああままりり食食べべてていいなないい」」「「全全くく食食べべてていいなないい」」児児童童生生徒徒のの割割合合

高高３３：：朝朝食食をを「「時時々々食食べべなないい」」「「毎毎日日食食べべなないい」」生生徒徒のの割割合合
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〈鹿沼市立みどりが丘小学校〉

〈足利市〉

〈那須町立高久小学校〉

各実施校による「食育チャレンジシート」の検討・活用 鹿沼市の取組（実践校：鹿沼市立みどりが丘小学校）

〔実施校の現状〕※共同調理場方式・栄養教諭等未配置校
〈食育の推進に関する学校の課題〉
・新興住宅と昔からの住宅が混在する地域
・地域ボランティアも多く、関わりが深い
・学校、家庭、地域の食への意識の向上が課題

〔実践内容の概要〕

〔主な実践内容〕
○校内におけるつながり

◇校内体制の整備・校内推進委員会の開催
　　全教職員で共通理解を図りながら計画的に指導ができるよう、校内の体制を整え、「食に関する指導の

全体計画」は、「かぬま元気もりもりプラン」に基づいて、児童生徒や地域の実態を踏まえて見直しを図
りました。

　
　◇栄養教諭による食に関する指導
　　鹿沼市立みどりが丘小学校は、栄養教諭が配置されていないため、市教育委員会を通して、近隣の小

学校（共同調理場勤務）から栄養教諭を派遣していただき、食に関する指導を実施しています。
　　鹿沼市では、共同調理場の全受配校の全学年・全学級において、年間最低１時間は栄養教諭による食

に関する指導を受けられるよう計画しています。
　　
　　〈４年　学級活動「おやつの食べ方を考えよう」〉
　　共同調理場勤務の栄養教諭から、清涼飲料水の中に含まれる

砂糖の量や、おやつの食べ過ぎによる身体への影響について教
えていただきました。

　　児童は、普段食べているおやつや飲み物の中の原材料を調べ、食品に含まれている砂
糖や油の量に驚いていました。普段口にしているおやつや清涼飲料水の原材料、摂取す
る際の留意点（種類や量など）を知り、今までのおやつの摂り方を見直し、今後の自分
の生活へ生かそうとする意欲が高まりました。

　　
　　〈６年　学級活動「食事と栄養について考えよう」〉
　　児童が、自分の将来について考えたり、健康や栄養に関する

紙芝居を聞いたりすることを通して、自分の食習慣について振
り返り、これからの望ましい食習慣について意思決定できるよ
う工夫して授業を実施しました。

※その他　・１年　学級活動「食べ物の名前を知ろう」
　　　　　・２年　学級活動「好き嫌いしないで何でも食べよう」など全学年で実施
　　　
　◇児童給食委員会による希望献立の検討
　　毎年、みどりが丘小学校のアイディア献立を給食委員会児童が

話し合って決めています。
　　栄養教諭から、献立のテーマを決めて旬の食材を選んでメ

ニューを考えるようアドバイスをもらい、秋の食材を取り入れ
た体を元気にするアイディア献立を完成することができました。

・年３回（６・10・１月）実施
・市内全栄養教諭等で活用方法を検討
・市内の栄養教諭等それぞれが所属校及び受配校

の児童生徒の行動変容、意識変容を調査すると
ともに学級単位での項目ごとの目標達成度を
データで調査・分析し、経過観察

レベル１ レベル２ レベル３
6 月 10 月 6 月 10 月 6 月 10 月

食事の大切さ 95.0% 99.6% 71.4% 78.1% 76.0% 79.7%
健　康 79.1% 87.7% 84.3% 91.3% 54.1% 61.3%

食品選び 83.3% 85.3% 63.0% 74.0% 27.8% 35.5%
感　謝 88.7% 94.4% 58.0% 60.8% 73.1% 77.7%
マナー 73.5% 81.4% 71.8% 79.4% 70.8% 78.1%
食文化 50.9% 67.3% 33.8% 51.9% 38.6% 38.1%

・年３回（夏休み前・夏休み後・冬休み後）実施
・市独自の食育チャレンジシートを作成
・保護者に食育啓発資料として、「つなげる食育

チャレンジ通信」（市教委作成）を年３回配布し、
事業の内容や食育チャレンジシートの６つの項
目について紹介

・年３回（10・11・１月）実施
・校内で内容について検討し、自校化
　（「○」と「反省」のみ）
・項目ごとに集計しその結果活用
  （項目ごとの〇を「レベル１；１ｐ」「レベル２；　
　２ｐ」「レベル３；３ｐ」として集計した平均値）

9 月 11 月 1 月
食事の大切さ 2.2p 2.5p( → ) 2.5p( → )

健　康 2.1p 21.p( → ) 2.1p( → )
食品選び 1.8p 2.2p( ↑ ) 2.1p( ↓ )
感　謝 2.0p 2.3p( ↑ ) 2.4p( ↑ )
マナー 2.2p 2.3p( ↑ ) 2.4p( ↑ )
食文化 1.7p 2.0p( ↑ ) 1.9p( ↓ )

　家庭、地域等の様々な方との交流の中で、米の栽培や交流給食（親子・地域）、調理体験（親子・地域）
等を通して、食への興味・関心を高め、食に関する意識、さらには、食における自己管理能力の向上
を目指す。
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ぶ ん か 自分

じぶん

の地
ち

いきの食べ物
た もの

を

知って
し

いる。

季節
きせつ

や行事
ぎょうじ

にちなんだ

料理
りょうり

を知って
し

いる。

地元
じもと

の食材
しょくざい

を選んで
えら

食べて
た

いる。（買って
か

いる。）

感謝
かんしゃ 「いただきます」「ごちそうさま」の

あいさつをしている。
食事
しょくじ

の感想
かんそう

を言って
い

いる。
食べ物
た もの

に感謝
かんしゃ

して

残さず
のこ

食べて
た

いる。

食品
しょくひん

選び
えら 食べて

た

いる食品
しょくひん

や料理
りょうり

の

名前
なまえ

を知って
し

いる。

安全
あんぜん

や衛生
えいせい

に気
き

をつけて

食事
しょくじ

の準備
じゅんび

や片付け
かたづ

をしている。

食品
しょくひん

表示
ひょうじ

に気
き

を付けて
つ

食品
しょくひん

を選んで
えら

いる。

マナー
協 力

きょうりょく

して食事
しょくじ

の準備
じゅんび

や

片付け
かたづ

をしている。

食器
しょっき

の並べ方
なら かた

や正しい
ただ

はしの

持ち方
も かた

を知って
し

いる。

食事
しょくじ

のマナーを守って
まも

楽しく
たの

食事
しょくじ

をしている。

食事
しょくじ

の大切
たいせつ

さ 朝
あさ

ごはんを食べて
た

いる。

ごはんやパンとおかずを
くみあわせた

朝
あさ

ごはんを食べて
た

いる。

３食
しょく

規則正しく
きそくただ

ごはんを

食べて
た

いる。

健康
けんこう よいしせいで

よくかんで食べて
た

いる。

にがてなものでも

一口
ひとくち

は食べ
た

ている。

赤
あか

黄緑
きみどり

のグループの食べ物
た もの

を
バランスよく

好き嫌い
す きら

しないで食べて
た

いる。

※ 赤
あか

のグループ（肉
にく

、 魚
さかな

、たまご、だいず製品
せいひん

など） ； おもに 体
からだ

をつくるもとになります。

黄
き

のグループ（米
こめ

、パン、めん類
るい

、いも類
るい

など） ； おもにエネルギーのもとになります。

緑
みどり

のグループ（野菜
やさい

、くだものなど） ； おもに体
からだ

の調子
ちょうし

を整える
ととの

もとになります。
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◇夏休みチャレンジキッズ（地産地消でクッキング）１～６年　希望者
　市の食生活改善推進員を講師に、ブロッコリーとジャガ
イモのパン粉焼きとフルーツラッシーの作り方を教えてい
ただきました。
　野菜を無駄なく使って調理する方法や嫌いなものでもお
いしく食べられる調理方法を知ることができたという感想
が聞かれました。

◇５年　総合的な学習の時間「地域ボランティアを招いての稲の種まき」
◇２年　生活科・５年　総合的な学習の時間「さつまいも、おにぎりパーティー」

　さつまいもは２年生が５月に苗を植え、11 月
に収穫し、お米は５年生が地域ボランティアの指
導を受けながら、種まきから稲刈り、脱穀まで体
験し、収穫しました。
　２年生が育てたさつまいもと５年生が育てたお
米でおにぎりを作り、２年生と５年生が一緒にお
にぎりパーティーを実施しました。
　児童は、収穫する喜びを味わうととともに、作
物が自分たちの口に入るまでには手間と時間が
かかることを実感していました。おにぎりパー
ティーでは、　自分たちで育てた食材に喜びを感
じるとともに、グループで協力しながら、一つ一
つ大切におにぎりを作る姿が見られました。２年生からは、大切に育てた作物、また５年生がにぎってくれ
たおにぎりは「特別なおいしい味！」と笑顔で食べる様子が見られました。

◇その他の取組
・３年：総合的な学習の時間「出会いの森いちご園見学」 　
・学校評議員会（給食試食会の実施）
・地域ボランティアに感謝する会（給食試食会の実施） 　
・ブレックスによる運動教室と交流給食

○家庭とのつながり
◇１年：学年ＰＴＡでの講話、親子交流給食、学級活動「食べ物の名前を知ろう」

　栄養教諭からの栄養バランスや給食の食材の入手
方法などに関する講話により、保護者は、栄養のバ
ランスを考えて食事をすることの大切さを再確認し
ていました。
　食に関する講話を受けての試食会だったため、
より充実した試食会となりました。

◇家庭教育学級（保護者）（子ども達の未来を守る～忙しい朝でも簡単朝ご飯～）
　講師：自然食講師　松本　晃枝　氏
　保護者が学校の「保健だより」を読み、「朝食の大切さはわかってはいるけど、
どう対応したらよいのか分からない」という声が上がり、そのヒントになればと
考え、家庭教育学級の方々が企画してくださいました。
　「朝ご飯を食べて元気な体づくり」をテーマに、おむすび・味噌玉・重ね煮の作
り方をレクチャーしていただきました。
　講師の先生からは、「朝ご飯を食べる習慣作りとして、子供を 20 分早く起こす
とご飯が食べられること」や「ご飯の前に温かい飲み物を飲むと体温上昇のサポー
トができること」、「お茶や番茶の他に梅醤（うめしょう）番茶※がお薦めであること」
を教えていただきました。また、夕食時に朝食のメニューを話題にして、子供の
意見も参考にして考えておくと楽であるなどと、アドバイスをいただきました。
　保護者の感想からは、「『毎日朝食を摂る児童生徒は、学力や体力が高い』とい
うデータからも、子供の朝ご飯は、３食の中で一番大切であることを再確認でき
た。」との声がありました。
　開催後は、朝ご飯の大切さや今回の取組（講話）を実践してもらうためのより
簡単なレシピ作成を検討し、児童や保護者（家族）へ学校だよりやホームページ
で知らせています。
　※）梅醤番茶 ･･･ 梅干し＋生姜（しぼり汁）＋しょうゆ＋番茶

○地域とのつながり
◇学校保健委員会の開催（「食事のマナー　～食育を通した健康との関わり～」について）

　（参加者）学校薬剤師、栄養教諭、ＰＴＡ（役員、各学年正副部長、体育部正副部長）
教職員（校長、教頭、教務主任、児童指導主任、給食主任、体育主任、保健主事、養護教諭、
たくましい子部会）

　給食主任が食育チャレンジシートの結果を報
告し、食事のマナーについてグループで協議し
ました。
　最後に、学校薬剤師と栄養教諭より指導・助
言をただきました。

　鹿沼市では、年に２～３回庁内の栄養士（教育委員会、健康課、保育課）が集まり、情報交換を行っています。
その中で、本事業に関する情報提供やそれぞれの取組について意見交換をし、最終的には市全体が同じ方向
性で食育が進められるよう取り組んでいます。
　みどりが丘小学校は、以前から食生活改善推進員が積極的に活動していますが、庁内事務局同士でも連絡・
調整を図っているため、スムーズに事業を進めることができました。

　また、市全体で同じ方向性で食育を推進していくため、市教育委員会では、各学校の取組をバックアップ
しています。市給食主任研修会での各学校の食育の取組状況の情報共有や市教委発行の食育だよりによる各
学校・全保護者への情報発信を積極的に行っています。
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〔事業の成果〕
（１）校内におけるつながり

・実施校で行っている取組を洗い出し、「食育」を視点に整理したことで、従来行っている取組を、「食育」を
意識して指導をすることができました。また、今まで行っていた当たり前の活動も、食育という視点で行っ
たことで、教職員の意識も変わり、児童の変容にもつながりました。

・栄養教諭等が学級活動の授業に参画したことで、より専門的な指導ができ、児童の食に関する知識が高まり
ました。また、昨年度に引き続き、全学年実施したことで、継続した指導を行うことができました。

（２）家庭とのつながり
・学校と家庭をつなぐ「食育チャレンジシート」の活用を通して、児童・保護者の食習慣や食生活を見直すよ

い機会となりました。また、食育チャレンジシートの項目ごとに達成度をデータで集計することで、児童の
意識変容や行動変容の経過を見ることができました。

・６月と 10 月の結果を比較すると、ほとんどの項目で肯定的な回答が増えました。特に「朝ご飯を食べた」
の項目では 99.6％の児童が達成することができたことは大きな成果です。

・「食育チャレンジシート」のチェック項目が６つの「食育の視点」で示されていたことで、目標が明確になり、
家庭と学校が一貫性のある具体的な取組を進めることができました。

・家庭教育学級の取組が加わったことで、保護者の食についての関心をより高めることができました。
・食育だよりを年３回発行したことで、「食育チャレンジシート」への保護者の関心を高めることができたほか、

学校での取組について周知することができました。

（３）地域とのつながり
・学校での学習だけではなく、地域の「いちご園」に見学に行き、実際に見たり聞いたり味わったりしたこと

で、地域の特産物により興味関心をもつことができました。
・宇都宮ブレックスとの連携では、プロの方と交流したり一緒に給食を食べたりすることを通して、体を動か

す楽しさ、食事を通して楽しくコミュニケーションを図ることの大切さを改めて感じることができました。
・地域の方々との連携を図ったことで、食について関心を高めるだけではなく、地域で活躍するボランティア

について理解することにもつながりました。
・学校のホームページで、校長が毎日の給食を掲載したり、食に関する学校行事などを紹介したりしたことで、

保護者のみならず、地域の方々にも周知することができ、関心をもってもらうことができました。家庭でも
話題になっているという声を聞くことが増えました。

〔今後の課題〕
●家庭への継続的な啓発
●「食育チャレンジシート」の結果を活用した集団及び個別指導への充実
●教職員の共通理解と積極的な指導の展開

〔連携機関・派遣講師及び連携内容〕

※家庭教育学級の講師については、保護者が学校の食育の取組や食育の重要性を理解し、講師の選定と依頼
まで行ってくれました。

連携機関・派遣講師等 連携内容

鹿沼市立さつきが丘小学校栄養教諭
（鹿沼市学校給食共同調理場勤務） 食に関する指導

リンク栃木ブレックス（現：宇都宮ブレックス） キッズモチベーションプロジェクト出前授業、
交流給食等

学校薬剤師・栄養教諭 学校保健委員会
「食育を通した健康との関わりについて」

地域ボランティア（食生活改善推進員） 夏休みチャレンジキッズでの調理実習

学習ボランティア 稲づくり（５年）

ＪＡかみつが 交流給食予定

〔取組の結果〕

朝食について
①朝食摂取率（７月食生活アンケート（小４，５，６年））

朝食を「毎日食べる」  90％（H30） ⇒ 92％（R1）
「週に３～４食べる」    7％（H30） ⇒   5％（R1）
「週に１～２日食べる」   2％（H30） ⇒   2％（R1）
「ほとんど食べない」     1％（H30） ⇒   1％（R1）

②食育チャレンジシート（全学年）
「あさごはんを食べた」　 95.0％（6 月） ⇒ 99.6％（10 月）
「ごはんやパンとおかずを組み合わせたあさごはんを食べた」 　71.4％（6 月） ⇒ 78.1％（10 月）

〈「出会いの森 いちご園」見学〉

〈宇都宮ブレックスとの交流〉

〈地域ボランティアに感謝する会〉
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◇その他の取組
・「かみかみメニュー」の募集・選定（養護教諭・保健委員会が主体）
・歯の衛生週間に合わせ「かみかみメニュー」を取り入れた給食の実施
・校内学校給食週間の実施（標語・献立の募集と表彰、給食委員会による発表、地域の味めぐり給食の実施）
・２年：生活科「すくすく育て」～野菜を植えて育てよう～
・３年：総合的な学習の時間「梨生産者との交流学習」、出前授業「草もち作り」
・６年：バイキング給食

○家庭とのつながり
◇親子給食試食会・講話「箸の持ち方について」

※講師：壬生町立稲葉小学校栄養職員
　入学して１ヶ月ほどの子供達が配膳する
姿や係の仕事に取り組む姿、また、給食を
どのくらいの時間でどのように食べている
のかを保護者に参観してもらうことで、学
校での様子を知っていただくよい機会とな
りました。
　保護者が一緒に給食を食べることにより、学校給食の量、味付けなどを知ることができました。
　講師選定が難しく、インターネットで食に関する講師を探し連絡もしましたが、謝金、交通費等の問題も
あり、学校に呼ぶことが困難でした。派遣人材リストの必要性を感じました。

○地域とのつながり
◇学校保健委員会（年２回開催）

・参加者：教職員、学校医、学校薬剤師、ＰＴＡ役員
・夏季休業中の教職員研修として取り入れ、全教職員が参加するこ

とで、学校全体として児童の実態と課題を把握することができまし
た。

・教職員、保護者、専門家混合でのグループ協議を行うことで、そ
れぞれの立場から意見を出し合い、児童の望ましい生活習慣につい
て考えることができました。

・保護者より「食育チャレンジシート」の活用について、家庭で食
育を意識したり見直したりするよい機会になっているとの意見をい
ただきました。

◇町食育推進基本計画〔農政課〕に基づく食育の推進
・学校給食における地場産物の活用を促進するための会議の開催（２回）
　参集者：ＪＡしもつけ、農政課、教育委員会、町内栄養教諭等
・幼保小中連携による統一献立の実施（３／２　みぶの日）　
・県農政課による食育ＰＲ資材「おにぎりパックン」の活用　
　（全国学校給食週間での実施、町ＨＰ及び広報誌に掲載）

〔実施校の現状〕※単独調理場方式・栄養教諭未配置校（町採用の学校栄養職員を配置）
〈食育の推進に関する学校の課題〉

・朝食はほとんどの児童が食べてから登校している。
・偏った栄養摂取や食生活の乱れによる肥満・痩身傾向があり、給食も偏食や好き嫌いのある児童が目立つ。
・休み時間は外遊びを推奨し、外で元気に遊ぶ姿が見られるが、全体的に肥満の割合が高い。
・食物アレルギー対応児童が数名いる。（卵・牛乳など）
・共働き家庭が多い。

〔実践内容の概要〕

〔主な実践内容〕
○校内におけるつながり

◇食に関する指導の実践
　壬生町立睦小学校では、壬生町立稲葉小学校と連携して食に関する指導を実施しています。

〈３年　学級活動「食べ物のグループわけをしよう」〉
※学級担任（給食主任）と管理栄養士（健康づくり

専門家派遣事業による派遣）によるＴＴ
　導入で、学級担任が、事前アンケート「好きな
メニュー（食べ物）」「嫌いなメニュー（食べ物）
の結果を示し、『嫌いなものは食べないままでい
いのか？』などと投げかけ、栄養バランスのよい
食事をとることの大切さについて考えさせるため
の意欲付けをしました。
　講師の紹介後、睦小学校の学校栄養職員が当日
の給食献立を紹介しながら、給食にはいろいろな
食品が使われていることに気付かせ、管理栄養士
からは、食品のはたらきにより３つの食品グルー
プに分けられることを説明しました。
　食品を３つのグループに分ける活動では、グループごとに教材を準備し、児童が積極的に話し合いながら
活動できるよう工夫をしました。
　指導案は、他の学年でも実施できるよう校内で共有しています。

〈児童会活動（給食集会）〉
　「食育チャレンジシート」をより積極的に活用
できるようにするため、達成率が低い項目を選び、
３つの食品グループの赤・黄・緑のレンジャーを
登場させて働きを理解させたり、クイズ形式を取
り入れたりすることで低学年の児童でも興味を
もって活動できるよう工夫しました。
　給食委員会児童も、家庭科で学習したことを再度確認し、食育チャレンジシー
トや自分の食生活に生かそうとする態度がみられました。

壬生町の取組（実践校：壬生町立睦小学校）

　月に一度「食育チャレンジシート」に取り組むことを通して、家庭での食に対する意識の向上や、望
ましい食生活の継続的な実践を促し、肥満傾向児や痩身傾向児の出現率の減少を目指す。



―　6　―

（「食に関する指導の手引（第二次改訂版）」文部科学省、平成 31 年３月）
 “ 第２章 学校・家庭・地域が連携した食育の推進 ” 参照

［家庭との連携の進め方］
　学校における食に関する指導の充実と合わせて、家庭での食に関する取組がなされることにより、児童生
徒の食に関する理解が深まり、望ましい食習慣の形成が図られることから、学校から家庭への働きかけや啓
発活動等を積極的に行うことが大切です。

○家庭への働きかけ
　児童生徒が、食に関する学習の課題を探究する過程で、自分の考えを深めたり、まとめたりするためには、
学習の課題を家庭で調べる、振り返る、実践できるような具体的な手立てを講じる必要があります。家庭の
協力を得る方法として、授業で学んだことをまとめた学習ノートやワークシートを活用し、学習内容を家庭
に伝えるとともに、家庭で実践したことを学校で確認できるようにします。

○家庭への啓発活動
　家庭では、食に関する情報に基づいて判断したり、振り返ったりすることにより、家庭の食生活をよりよ
くしようと意識を高めることが大切です。
　その方策として、参観日に食に関する指導の授業を行ったり、学校と地域が連携して講習会や研修会等を
企画し、「実際に食べる」「調理を体験する」など親子で取り組める機会を設けたりして、学校給食の献立や
栄養バランス、望ましい食習慣や生活習慣、食文化や郷土食・行事食、自然や季節と食事との関わりなどに
ついて理解できるようにします。
　企画の際には、学校の食育のねらいや児童生徒、保護者の達成目標とも関連させた計画や内容にすること
が大切です。
　講習会等を開催するに当たっては、アンケート等を実施するなどして、参加者の感想や意識の変化等を把
握し、次回の講習会等の内容に反映させるようにします。

［生産者や関係機関との連携］
　地域では、食生活改善推進員等のボランティア、農林漁業者やその関係団体、公民館、社会教育関係
団体などの様々な人々や関係機関・団体が存在し、食に関する専門的知識等に基づいて様々な活動を行っ
ています。また、農林水産物の生産、食品の製造、加工及び流通等の現場や教育ファーム、市民農園な
どが存在しており、それらは地域で食育を進めていく上で貴重な場となっています。学校において食に
関する指導を行うに当たり、それらの人材の協力を得たり、生産等の場を活用したりすることは教育的
効果を高める上で有意義と考えられます。

　例えば、食生活改善推進委員については、市町の栄養士や保健師に相談すると協力していただくこと
ができます。また、ＰＴＡの役員の方の中に栄養士がいらっしゃる場合もあります。ＰＴＡの方に相談
することは、有効な手立てです。

　さらには、地区内の農業系や家政系のある高等学校などと連携した食育も考えられます。地区のＰＴ
Ａ文化祭で、高校生が栽培した野菜が販売されていたことに栄養教諭が注目し、「給食の食材に地場産
物を使いたい」と学校長に相談したところ、高校の校長に連絡をしてくださり、スムーズに話合いの場
をもつことができた例や地区内の当該高等学校に子供を通わせている保護者との雑談の中から交流活動
へ発展し、さらには教員の異校種間交流にも役に立っている例もあります。

　これらの「つながり」をもとに“派遣講師人材リスト”を作成し、取組を広げていくことも可能です。

〔取組の結果〕

〔取組の成果〕
・食育チャレンジシートの活用により、「地元産の食材を使うようになった」、「家庭で食について考えるきっ

かけとなった」、「苦手なものも少し食べるようになった」など家庭からの前向きなコメントから、家庭での
食に対する意識の向上をうかがうことができました。また、食育チャレンジシートを通して、普段家庭で子
供に直接言えないことも伝えることができたようです。

・健康づくり専門家派遣事業を活用した食育の授業では、専門家からの具体的な講話や児童の主体的なグルー
プ活動を通して、好き嫌いをしないで食べようとする意識が高まりました。児童のアンケートには、「食べ
物に役割があることがよく分かった」、「家の食事も分けられるかやってみたい」などが書かれており、関心
の高さがみられました。この授業内容を給食委員会児童がアレンジし、給食集会で全校児童に発表しました。
発表を見た児童から、「面白かった。明日の給食が楽しみになった」「卵は黄色グループだと思っていた。他
のものも調べてみたい」といった声があがっていました。

〔今後の課題〕
・肥満率の 20％以上の児童の人数の増加　
・食育チャレンジシートの自校化と学年ごとの内容の検討
・食育チャレンジシートの目的や活用法についての十分な説明

〔連携機関・派遣講師及び連携内容〕

連携機関名 連携内容

石島梨園 ３学年梨園見学

栃木県保健福祉部健康増進課
管理栄養士
鈴木　智恵子先生

（健康づくり専門家派遣事業による派遣）

健康づくり専門家派遣事業
・第３学年　学級活動「食べ物のグループわけをしよう」
※食に関する知識を伝えることで、自分の食習慣をふり返り、

食の大切さを再認識する。

　講師の派遣については、例年、年度始めに、学校保健主管課宛て「学校等への健康づくり専門家派遣事業
の実施について（通知）」が送付されています。
　直接、所管の広域健康福祉センターへ申し込むこととなりますが、講師派遣に係る謝金等は、県の負担と
なりますので、ぜひご活用ください。

・朝食欠食率の減少（２％　→　1.8％）
・肥満傾向と痩身傾向の二極化
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〔実施校の現状〕※単独調理場方式・栄養教諭等未配置校
〈食育の推進に関する学校の課題〉

・食が細い児童も見られるが、全体的に好き嫌いなくよく食べている。
・朝食は、ほぼ全員食べて登校している。
・「主食＋主菜＋副菜」がそろった朝食を食べてきている児童は、約 50％
・箸の持ち方、茶碗をもって食べることなど、食事のマナーの面で課題が見られる児童がいる。

〔実践内容の概要〕

〔主な実践内容〕
○校内におけるつながり

◇栄養教諭による食に関する指導
　那須町立高久小学校は栄養教諭が配置されていないため、那須中央中学校栄養教諭と連携して食に
関する指導を実施しています。
　〈３年　学級活動「野菜をしっかり食べよう」〉
　苦手な野菜アンケート結果から、１日に摂取しなければいけない野菜の量が
見てわかるよう実物の野菜を用いて授業を行いました。また、その日の給食の
野菜の量を示し、残りは家で食べなくてはいけないことを具体的に指導し、児
童が実感を伴った理解ができるよう工夫しました。
　野菜をおいしく食べるための工夫をグループで考え発表し、家庭にも伝える
よう指導することで、家庭への啓発も兼ねることができました。
　児童は、野菜の効用がわかり、苦手な野菜も我慢して食べようとする気持ち
がみられました。また、調理方法を工夫することで食べやすくなるなど前向き
にとらえられるようになりました。

　〈４年　学級活動「よく噛んで食べよう」〉
　事前に学級担任との打合せを十分に行い、学級の実態に合わせた内容になる
ようにしました。
　よく噛んで食べるにはどのような工夫ができるかを班で話し合い、家庭にも
伝えるように指導しました。
　児童は、噛むことによる体への様々な効果を理解し、給食の時間には、30 回
以上噛むことを意識している姿が見られました。また、食材の選び方の大切さ
にも気づくことができました。
　５年生から始まる家庭科の調理実習等へもつなげられるよう計画的に実施し
ていくことが大切です。

◇その他の取組
・食物アレルギー児童の確認、定期健康診断　など

○家庭とのつながり
◇「すこやかチェックシート」「生活習慣チェックシート」の活用
　　　
◇食に関する講演会（「栄養バランスのよい朝ごはんを食べよう」）
　　講師：那須町保健センター　保健師（管理栄養士）

　児童の実態として、朝食に主食を食べてくる児童はほぼ 100％ですが、
主食のみで主菜・副菜を食べてこない児童が多いという課題が見られま
す。この課題解決の一助となるよう、町保健センターに相談し、児童及
び保護者を対象とした食育講演会を実施することができました。
　講話の中で、「３つの食品グループについての説明とその働き」「朝食
に３つの食品グループが全て入っていたか」などの話があり、児童も保
護者の食生活改善のための意識の変容につなげることができました。
　講演会実施後の食育チャレンジシートの結果では、「食品が赤黄緑のど
のグループか分かる」の項目において、講演会実施前の結果と比べ、〇
の数が２倍になりました。

　　
○地域とのつながり

◇地域学校保健委員会
　毎週金曜日に「すこやかチェックカード」を活用し、早寝・早起き・朝ごはん・歯みがき・排便等
の生活習慣のチェックを実施しています。家庭でも年に２回生活習慣チェックを行っているため、朝
ごはんの項目において、児童への意識付けと変容をみることができました。
　地域学校保健委員会において、近隣校と結果を比較することもできました。

那須町の取組（実践校：那須町立高久小学校）

　米作り体験や食育の授業を実施することで、食物の品質及び安全性についての正しい知識と安全な
食材・食品を選択できる能力の向上を目指す。
　また、食生活のマナーを身につけ、食物を提供してくれる人々に感謝する心を育てる。

↓すこやかチェックシート（毎週金曜日）

生活習慣チェックシート（年２回家庭で実施）→
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生 活習 慣チェックシート （小学１，２年用）

せせいいかかつつししゅゅううかかんん

ねねんん ななままええ

おうちの人といっしょに、○をつけましょう。 （☆は、きそく正しいせいかつのめやすです。）

しし つつ もも んん ３ ４ ５ ６ ７
水 木 金 土 日

☆ア ９じまえ

きのうのよる、 イ ９じ ～ １０じまえ
は なんじにねまし
や たか？ ウ １０じ ～ １１じまえ
ね

エ １１じすぎ
・

☆ア ６じまえ
は

や きょうのあさ、 ☆イ ６じ ～ ６じ３０ぷんまえ
お なんじにおきま
き したか？ ウ ６じ３０ぷん ～ ７じまえ

エ ７じすぎ

☆ア しゅしょく（ごはん・パン・うどんなど）

☆イ しるもの（みそしる・スープなど）
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エ のみもの（ ジュース ・ぎゅうにゅうなど）

オ そのた（ヨーグルト・ゼリーなど）

カ たべなかった

☆ア あさ、みがいた
は はみがきをしま
み したか？ ☆イ ひる、みがいた
が

き （あてはまると ☆ウ よる、みがいた
こ ろ す べ て に
○をつける） エ みがかなかった

☆ア あさにでた
う うんちをしまし
ん たか？ イ あさいがいのじかんにでた
ち

ウ でなかった

はんせい おうちのひとから
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◇田植え体験・稲刈り体験
　地域のボランティアである「地域づくり委員会」
に協力をいただき、田植えから稲刈りまで体験をさ
せていただきました。
　田んぼは学校のすぐ脇にあるため、地域づくり委
員会の方から、『苗の生長の様子を春から秋まで年
間を通して観察してほしい』との話が

あり、児童の興味・関心の継続が図れるよう、教職員も意識
付けを図りました。また、今回植えた古代米・もち米は秋に
収穫し、収穫祭を実施するという見通しをもって取り組みま
した。児童は、自分たちが植えたお米がもちつき大会のもち
になることを意識し、稲刈り体験では、落ち穂も丁寧に拾い、
米一粒も無駄にしない気持ちが育っていました。
　また、収穫した米の乾燥は、機械ではなく、昔ながらの『はせがけ』に
することで食文化と関連付けを図りました。
　収穫したもち米・古代米は給食にも使用し、卒業式、入学式の祝いの時
に赤飯にする予定です。

〔取組の結果〕

〔取組の成果〕
・食育チャレンジシートの実施により、保護者の食に関する意識が高くなりました。
　　〈保護者のコメントより〉
　・全部の項目に〇が付くように、家族でも意識をしながら食事をしたいと思った。
　・「食文化」の項目ができていなかったので、これを機会に親子で知識を深めたい。
　・早速、家で食育に関するやりとりをすることができた。
・たくさん学校行事があったことで、多方面の関係機関とつながることができました。様々な人々

の協力を得ることで児童の食への感謝の心が生まれました。

〔今後の課題〕
・食育チャレンジシートの結果から、食文化の項目が他の項目より低い点数であることがわかり

ました。季節や行事の料理、旬の食材、地域の産物など、給食だよりや掲示物を通して啓発し
ていくことが必要だと感じました。

・食育チャレンジシートを実施したことで保護者の食育に関する意識が高まりました。食育チャ
レンジシートの内容と給食だよりの掲載内容を統一し、実施と同時に給食だよりを発行してい
くことを検討しています。

・食育チャレンジシートの結果を、行事が多かった２回目と行事が少なかった３回目とを比較す
ると、３回目の結果が下がってしまった項目もあったことから、行事を実施していない時も、
食に関する意識を継続的に高めていけるような工夫をしていくことが必要だと感じました。

［朝食欠食率］　０％　→　０％
［児童の肥満］　肥満度 20％以上の児童の減少　－ 20％以上の児童の増加
［生活習慣チェック］朝ごはんの項目で、「３品食べてきた割合」1.7％増加

〔連携機関・派遣講師及び連携内容〕

連携機関名 連携内容

地域づくり委員会 田植え、稲刈り体験活動

那須町保健センター保健師（管理栄養士） 食に関する講演

那須中央中学校　栄養教諭 食育授業

育成会 田植え、収穫祭 ( もちつき )

［家庭との連携の進め方］
　学校における食に関する指導を充実するためには、学区や近隣の人材や機関にとどまら
ず、広く地域と連携していくことが必要です。連携先は、学校独自で人材や機関を開発す
るだけでなく、学校運営協議会や地域学校協働本部のネットワークとも関連させて充実し
ていくことが大切です。

○地域で行われる食育の取組との連携
　地域の方々を学校へ招いて学習するばかりだけでなく、関係機関や団体等が主催する各
種教室や体験活動のイベント等に参加することは、児童生徒の食に関する興味・関心を高め、
発展的な学習の機会にもなります。また、市町や関係機関、関係団体が主催する食育に関
する発表会等に学校が発表したり、参加したりすることで、新たな取組のヒントを得るこ
とや連携先を構築するきっかけとなります。
　学校では、市町教育委員会とも相談しながら、食育を推進する組織が開催情報をとりま
とめ、各学年の参加計画が学習との関連に応じてタイミングよく立てられるようにします。
地域によっては、関係者により食育推進のための会議が設けられているところもあり、そ
のような場を活用して情報交換や協力要請、各種行事等の情報の把握を行うことが考えら
れます。

○医療関係者等の専門家との連携
　児童生徒一人一人が食生活の問題や課題を改善及び克服できるように指導したり、保護
者が抱えている問題や不安を解消できるように支援したりするためには、学校での個別的
な相談指導だけでなく、家庭や地域、関係機関や学校医、地域の保健機関等の専門家との
連携・協力が欠かせません。これらの関係者とのネットワークを構築しておくことや連携
体制を整備しておくことが望まれます。
　また、食物アレルギーを有する児童生徒への個別的な相談指導や学校給食における個別
対応に関する情報、助言を得るための連携も重要です。
　（例：学校保健委員会の開催、地域で行われる「健康フェスティバル」への参加　等）。

○地域の関係機関等との連携
　食に関する課題は地域の特色が関係しているため、市町における健康関係部署や生涯学
習関係部署と連携した取組が有効です。市町が実施する活動（健康教室、運動教室、調理
実習、講演会など）と連動した取組は、児童生徒や保護者にとって、地域住民として生涯
にわたる健康の維持増進にもつながります。そのほか、地域の保健所や健康福祉センター
など、健康管理に関する関係機関の情報や助言をもとに指導の充実を図ります。

（「食に関する指導の手引（第二次改訂版）」文部科学省、平成 31 年３月）
 “ 第２章 学校・家庭・地域が連携した食育の推進 ” 参照



―　9　―

〔実施校の現状〕※共同調理場方式（栄養教諭所属校：三重小学校）
〈食育の推進に関する学校の課題〉
　・給食を残さずに食べている児童の割合が低い。

〔実践内容の概要〕

〔主な実践内容〕
○校内におけるつながり

◇担当者会議の開催
　事業実施校の栄養教諭及び担当職員（給食主任）、市教育委員会事務局学校教育課職員・学校給食課
職員で担当者会議を開催し、各校の食に関する指導の全体計画をすり合わせ、事業の方向性について
共通理解を図りました。

◇栄養教諭による食に関する指導
　足利市では、市の学校給食センターに勤務する栄養教諭・学校栄養職員が市内の学校へ出向き、食
に関する指導を行っています。　

〈けやき小・４年　学級活動「バランスよく食べよう」〉
　３つの食品グループの働きとそのグループの食品を理解させることを通
して、これからの自己の食事のとり方（栄養バランスのよい食事、好き嫌
いをしない）を考えさせるために、足利市教育委員会発行の「食育ハンド
ブック」や「ワークシート」、給食の献立を活用して、授業を実施しました。

○家庭とのつながり
◇「つなげる食育チャレンジ通信」（市教委作成）

　保護者に食育啓発資料として、「つなげる食育チャレンジ通信」を年３回配布し、事業の内容や食育チャレ
ンジシートの６つの項目について紹介しました。

◇親子給食、学校長と保護者の会食会
　給食の時間を活用し、保護者に学校給食の現状と日頃の校内活動について情
報を共有しました。学校長と保護者が日頃感じていることを語り合う場を設け
たことで、学校と保護者との距離がさらに縮まりました。
　今後も、学校の食育に関心をもってもらえるような場の設定やブログ等を活
用した学校給食の現状について発信していく予定です。

◇ＰＴＡ親子クッキング（１年生～６年生の希望者とその保護者）
　学期末の特別日課を利用し、ＰＴＡ行事として平日の放課後に実施しま
した。
　講師の「海苔で健康推進委員会」からは、“ おにぎらず ” を作るキットが
無償で配布され、当日は、栄養教諭とＰＴＡ本部役員が中心となって運営
しました。
　多くの親子が参加し調理を楽しむことができ、親子のコミュニケーショ
ンを図るきっかけとなりました。

足利市の取組（実践校：足利市立けやき小学校・三重小学校・第一中学校）

・小学校２校と中学校１校の連携した取組により、９年間を見通した食育を推進する。
・栄養教諭等による給食時間の指導、たかうじ君メニュー（地産地消特別献立）、和食の日献立及び全

国学校給食週間による特別メニューの提供等により、給食への興味・関心を高め、給食を残さず食
べる児童生徒の割合の向上を目指す。

・食育チャレンジシートの活用、食育講演会及び学校保健委員会等での活動について、保護者あての
たよりを作成し通知することにより、「つなげる食育チャレンジ推進事業」について周知するとと
もに、給食のレシピ紹介等も加え、朝食を摂取するよう呼びかけることで、朝食欠食率の減少を目
指す。

※　本事業を進めるに当たり、校長先生が様々なところから食育の教材となるものを見つ
けてきてくださいました。校長先生のリーダーシップのもと、学校が組織で取り組むこ
とで様々な視点から教材となるものを見つけ、学校における食育を積極的に行うことが
できました。

 
 
 
 
 
 
 令和元年度、足利市では、けやき小学校、三重小学校、第一中学校の３校を実施校と

して、栃木県食育関連事業「つなげる食育チャレンジ推進事業」に取り組むことになり

ました。 
 

「つなげる食育チャレンジ推進事業」とは？ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 

 学校における食育の推進は、「生きた教材」とした学校給食を中核として、学級活動

や教科等の学校全体の教育活動として取り組んでいます。しかし、１年間の食事回数の

うち、学校給食が占める回数は約６分の１であり、学校内での取り組みだけでは限界が

あります。そのため、「つなげる食育チャレンジ推進事業」では、学校を核として関係

機関と連携し、家庭・地域等とともに食育に取り組みます。 

 この取り組みにより、子どもたちの食に関する知識や正しい食習慣を身につけ、自己

管理能力を高めることを目指します。 

 

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～足利市における「つなげる食育チャレンジ推進事業」の構想～ 

裏面もご覧ください。 

つなげる食育 
チャレンジ通信 

共同調理場 

ＪＡ 

教育委員会 
保護者・家庭 

生産者 
ＰＴＡ 

足利市 

学校給食会 

学 校 

つながる けやき小学校 
《食育推進委員会》 

 
★栄養教諭配置校 

三重小学校 
《食育推進委員会》 

 

・栄養教諭等による食育指導                            ・プロスポーツ選手との交流 

・特別献立の提供                                   ・食育講演会の開催 等 

第一中学校 
《食育推進委員会》 

 食育 
チャレンジシート 

つながる 

つながる 

つながる つながる 

令和元（２０１９）年７月 

足 利 市 教 育 委 員 会 

学 校 給 食 課 

保 護 者 用 

 
 
 
 
 
 夏休みが終わり、学校に通う生活リズムが整ってきたことと思います。 

今年度、けやき小学校、三重小学校、第一中学校で取り組んでいる「つなげる食育チャレンジ

推進事業」について、１学期に各実施校で取り組んだ内容、２学期に予定している活動について

紹介します。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元（２０１９）年９月 

足 利 市 教 育 委 員 会 

学 校 給 食 課 

保 護 者 用 

つなげる食育 
チャレンジ通信 No．２ 

食育チャレンジシートの活用について 

７月６日または７月７日のどちらかで都合の良い日を「食育チャレンジデー」として、「食育チ

ャレンジシート」に取り組んでいただきました。お子さんはいくつ ○ がついたでしょうか？ま

た、自分の食生活を振り返り、どんな反省をしたでしょうか。食育チャレンジシートは９月

にも実施します。次の目標達成に向けて、ご家庭での日々の食生活でできることから取り組

んでみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生産者との会食会 ｉｎ けやき小学校 

地産地消特別献立「たかうじくんメニュー」の

提供にあわせ、けやき小学校５年生が、農家、酪

農家などの生産者や、栄養教諭、給食調理員など

日頃から学校給食に関わりのある方と会食しま

した。 

けやき小学校、三重小学校で会食会を行いました！ 
 

給食ｄｅトーク ｉｎ 三重小学校 

三重小学校６年生と和泉市長が一緒に

給食の時間を楽しみました。 

 

裏面もご覧ください。 

♪おしらせ♪ 

第一中学校（３年生） 

9月 28日（土） 

「食品安全ゼミナール」 

 

食品表示や食中毒対策に

ついて学び、食の安全を

考えます。 

 

けやき小学校（13:55～14:40） 

「望ましい食生活について」 

（朝ごはんの大切さ） 

講師 佐野日本大学短期大学 

駒場 啓子先生 

三重小学校（10:40～12:00） 

「みんなの朝ごはんをさぐろう！ 

～食生活アンケートより～」 

講師 三重小学校 

大畠 昌枝栄養教諭 

「学校保健委員会」11月 28日（木） 

こちらは参加自由です。 

ぜひご参加ください！ 

＊２学期の学校公開に栄養教諭等による食育も予定しています。 

 
 
 
 
 
長い２学期も残りあと１ヶ月となりました。

「つなげる食育チャレンジ推進事業」では、児童生徒のみなさんの「食」に対する意識を高め

られるよう、様々な活動を行いました。その様子をお知らせします。

 

令和元 年 月

足 利 市 教 育 委 員 会

学 校 給 食 課 

保 護 者 用

つなげる食育
チャレンジ通信 ．３

裏面もご覧ください。

栄養教諭等による食育指導

三重小学校、けやき小学校では学校公開日に合わせて

栄養教諭等による食育指導が行われました。

生活習慣改善推進員による食育指導 ｉｎ 三重小

三重小学校では、給食委員会の時間に、地域のボラ

ンティア「生活習慣改善推進員」による減塩について

の食育指導が行われました。

学校保健委員会 ｉｎ けやき小学校、三重小学校

「朝食」をテーマにそれぞれの学校で講話が行われ

ました。５、６年生が、“どうして朝食が大切なのか”、

“どんな朝食を食べたらよいのか”という内容を保護

者、地域の方々と一緒に考えました。

給食ｄｅトークｉｎ 第一中学校

第一中学校の１年生と和泉市長が会食を行いまし

た。「朝食の大切さ」をテーマにした食育指導の後に、

市長を交えてディスカッションをしながら、楽しい

時間を過ごしました。

～中学生の朝食事情！～

アンケート結果によると、朝食を毎日食

べていない人が２割程度いることが分かっ

ています。

朝食を食べない理由は、

①時間がないから

②おなかがすいていないから

③ねむいから

という結果になっています。

きちんと毎日朝食を食べるためには、ど

うしたら良いでしょうか？

★ご家庭でも話題にしてみてください。

給食 トークの内容を

紹介します！

生活習慣改善推進員による食育指導

その様子をお知らせします。

、けやき小学校では学校公開日に合わせて

第一中学校

「食育チャレンジシート」の活用について ・・  ・・  ・・  ・・  ・・  ・・  ・・  ・・  ・・  ・・  ・・  ・・  ・・  ・・  ・・ 

 この事業のポイントとして、「食育チャレンジシート」の活用があります。「食育チャ

レンジシート」は今年度のうち３回実施します。このシートの活用により、子どもたち

の食への関心を高めることについてご理解いただき、ご協力をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 「つなげる食育チャレンジ推進事業」では、食をテーマにした講演会など保護者の

方にもご参加いただきたい内容もあります。その都度学校からお知らせがありますの

で、ぜひ積極的にご参加ください。 

 

このおたよりは、「つなげる食育チャレンジ推進事業」実施校のみ配布しています。

今後も、事業実施の様子等について発信していきます。 

「つなげる食育チャレンジ推進事業」について、詳しくは栃木県教育委員会の 

ホームページからもご覧いただけます。 

①①実実施施日日  

年に３回、食育チャレンジシートを金曜日に配付しますので、土曜日・日曜日のうち都合の良い日を 

「食育チャレンジデー」として設定し、実施してください。 

②②チチェェッックク項項目目  

食に関する正しい知識

や判断力、実践力などを

身につけるため、「食事の

大切さ」「健康」「食品選

び」「感謝」「マナー」「食

文化」の６つの項目をチ

ェックして、できたら〇

をつけてください。 

レベル１ができたら、

レベル２・３へ挑戦して

ください。 

③③ココメメンントト欄欄  

 自分自身で食育チャレンジシートをチェックして、次の「食育チャレンジデー」までに頑張りたいことな

どを記入します。 

 ご家庭からも、頑張ってできるようになったことを褒めたり、次の意欲につながるような励ましのコメン

トをご記入ください。 

・・  ・・  ・・  ・・  ・・  ・・  ・・  ・・  ・・  ・・  ・・  ・・  ・・  ・・  ・・  ・・  ・・  ・・  ・・  ・・  ・・  ・・  ・・  ・・  ・・  ・・  ・・  ・・  ・・  ・・  ・・  ・・  ・・  ・・  

②健康 

食べ物には「赤、黄、緑」の３つのグル

ープがあり、バランスよく食べることが大

切です。「苦手なものは食べない」「好きな

ものだけ」．．．といった食べ方では栄養の

バランスが崩れてしまい、肥満や痩身など

の生活習慣病の原因となります。 

健康のために実践してみませんか？ 

③食品選び 

お子さんは日頃食べている食品や料

理の名前を知っていますか？安全面

（賞味期限など）、衛生面（手洗いな

ど）について理解し、実施しています

か？将来、とても役立つことなので、

ご家庭での話題にしてみてはいかがで

しょうか。 

①食事の大切さ 

成長期に必要な栄養は１度、 

２度の食事では摂りきれません。 

朝、昼、晩の３食に分けて、しっ

かり食べましょう。特に朝ごはん

を充実させましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「食事の大切さ」 

「健康」「食品選び」に 

ついて考えてみましょう！ 

【材料（４人分）】 
 

・切り干し大根      25ｇ 

・にんじん       1/2本 

・小松菜         50ｇ 

・ベーコン        50ｇ 

・油        小さじ 1/2 

・おろしにんにく      1ｇ 

・食塩          少々 

・こしょう        少々 

・しょうゆ     小さじ 1/2 

【作り方】 
 

①切り干し大根を水で戻す。 

②ベーコンは短冊切り、にんじんは千切りにす

る。小松菜は 3ｃｍくらいのざく切りにする。 

③油を熱したフライパンにおろしにんにくとベ

ーコンを入れて炒める。 

④③ににんじん、切り干し大根を入れて炒め、火

が通ったら小松菜を加えて炒める。 

⑤塩、コショウで味付けをし、最後にしょうゆを

鍋肌から入れる。 

① 

② 

③ 

⑥ ⑥

⑤ ⑤

④ 

今回は①～③について、④～⑥は次号で紹介します。 

朝ごはんやお弁当でもおいしく食べられる給食の人気メニューのレシピを紹介します。 

赤、黄、緑のグループもそろっていて栄養満点！ぜひご家庭で作ってみてください。 

④感謝

自分たちの食事は、自然の恩恵

をうけ、さらに様々な人の手を介

してできていることを理解するこ

とが大切です。

その時に感じた気持ちから、食

事のあいさつや残さず食べること

など、行動に移すことができるで

しょう。

⑤マナー

学校給食では、給食当番などの活

動を通じて、食事の準備や片付けを

経験します。また、正しい箸の持ち

方やきちんと席に座ることなど、マ

ナーを守って楽しく食事をすること

も学びます。ご家庭でも、自然とマ

ナーが守られているでしょうか？

⑥食文化

学校給食では、栄養バランス

のほか、子どもたちにとって豊

富な食体験となるよう、様々な

献立を取り入れています。

①

②

③

⑥⑥

⑤⑤

④

前回に引き続き、④～⑥について紹介します。

～学校給食の紹介～

給食では、食文化の観点から、足利市で昔から作られている料理や季節・行事にちなんだ献立を

取り入れています。また、日本と世界の食文化の違いを伝えるために、各国の料理も紹介していま

す。なお、学校給食の写真は、足利市のホームページからご覧いただけます。

月 日勤労感謝の日献立

（デザートにお米のムース）

ご飯：足利市産（とちぎの星）

牛乳：足利市産、栃木県産

人参、にらなど栃木県産の野菜も

使用しています。

けんちん汁

足利市で昔から食べられている料理です。

バターロールパン

足利市産の小麦粉を ％使用しています。

たんたんめん風うどん

四川料理の担々麺を給食用にアレンジした

人気メニューです。
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○地域とのつながり
◇たかうじ君メニューの実施及び生産者との会食会（足利市立けやき小学校）

　市農政課、市農業協同組合、生産者、調理・配送委託業者調理
員と連携し、市内の市立小中学校 33 校全校の学校給食で、地産
地消特別献立として「たかうじ君メニュー」を実施しました。また、
学校給食の調理と配送を委託している３か所の調理場が担当する
学校の中から調理場毎に各１校、生産者を交えての会食会を実施
しました。
　学校給食の会食を通じ
て児童と生産者の交流を
図ることにより、地場産

物が生産者をはじめ多くの人々の苦労や努力によって作られてい
ることを児童が学び、感謝の心をもって給食を食べることができ
ました。
　今後は、学校で時間の確保が可能であれば、事前指導として、
生産者から普段の仕事の内容等の話を聞く時間を設け、そのあと
の給食時間に会食しながら交流をするなど検討しています。

◇市長との会食会　～給食 de トーク～　（足利市立三重小学校・第一中学校）
※連携機関；市秘書広報課、教育委員会学校給食課
　会食前に、栄養教諭が栄養素をはじめとした当日の献立内容
や、生産者や調理員等の努力・尽力よって給食が食べられるこ
との有難さについて説明し、食育の推進を図りました。また、
市長との会食を通して、一緒に食べることの楽しさを感じると
ともに、市長個人の話や市政に関する内容を聞くことができ、
児童にとって地方自治が身近に感じられるよい機会にもなりま
した。さらには、市長に日頃の給食の様子や学校の様子を知っ
ていただくよい機会となりました。
　また、栄養教諭による朝食の大切さに関する指導を受け、市
長の朝の過ごし方について話題が広がりました。特に、市長の
話の中で、「一日を元気よく過ごすためには、早起きをして時
間を有効的に活用することが大切。」という内容が生徒に影響
を与えたようでした。生徒自身も、自分の生活を振り返り、良
いところ又は改善すべきところを発見し、グループ内で課題を
共有することができました。
　報道機関に情報提供し、取材及び放送・報道を通して、本事
業を広く市民に PR することができました。

◇市役所食堂での給食メニュー提供
　給食時間の指導では、学級担任から、給
食は栄養バランスに優れていることや郷土
料理や行事食、オリンピックにちなんだ外
国の料理献立など、児童生徒の成長や様々
な学習に欠かせないこと、さらには、本日
の給食は、市役所にも提供され、市民の健
康のためにも役に立っていることを伝えました。

　市役所の食堂では、H28
年度より『スマート・ウェル
ネス事業（人事課）』の一環
として、月１回「学校給食メ
ニュー」を提供しています。
　この日は、けやき小学校で提供された給食献立が “ Ａ定
食 ” として提供されました。給食メニューは大変人気があ
り、限定 30 食（通常は 20 食）があっという間に売り切
れになりました。市の職員だけでなく、一般市民も食堂で
給食メニューを選んでいました。

　教育委員会と健康増進課との会議の中で、健康増進課から、「健康に関してボランティア
活動をしている生活改善推進委員について子供たちにＰＲしたい」との話がありました。そ
こで、今年度実施している本事業の話をしたところ、何か一緒に取り組めることはないかと
いう話になり、様々な関係機関へのつながりを広げることができました。

〔取組の成果〕
・小学校では、約 100％の児童が朝食を「毎日食べる」又は「週に３～４回食べる」と回答しており、

朝食を摂る生活習慣の定着が見られました。
・朝食をテーマに学校保健委員会を開催し、保護者に対して直接啓発することができました。
・年間を通した栄養教諭等による食育指導及び学級担任による給食指導等により、多くの児童生徒が、嫌

いな食べ物でも食べようとする意識の変容が見られました。
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〔学校における食育の推進の必要性～食に関する指導の充実～〕
　食育基本法の全文では、「子どもたちが豊かな人間性をはぐくみ、生きる力を身に付けていくた
めには、何よりも「食」が重要である」、「食育を、生きる上での基本であって、知育、徳育及び
体育の基礎となるべきものと位置付けるとともに、様々な経験を通じて「食」に関する知識と「食」
を選択する力を習得し、健全な食生活を実践することができる人間を育てる食育を推進すること
が求められている」、「子どもたちに対する食育は、心身の成長及び人格の形成に大きな影響を及
ぼし、生涯にわたって健全な心と身体を培い豊かな人間性をはぐくんでいく基礎となるものであ
る」と規定し、特に子供に対する食育を重視しています。

　また、小学校、中学校、高等学校、特別支援学校の学習指導要領総則では、「学校における食育
の推進」がこれまで以上に明確に位置付けられ、児童生徒の発達の段階を考慮して、学校の教育
活動全体として取り組むことが必要であることを強調しています。

　学校全体で食育を組織的、計画的に推進するためには、各学校において食に関する指導に係る
全体計画を作成することが必要です。
　学校給食法の第 10 条に「校長は、当該指導が効果的に行われるよう、学校給食と関連付けつ
つ当該義務教育諸学校における食に関する指導の全体的な計画を作成することその他の必要な措
置を講ずるものとする。」と規定されています。

　ほとんどの学校では、学校教育目標に「知育・徳育・体育」が掲げられています。その基礎と
なるのが「食育」です。各学校においては、学校教育目標を実現する観点から、食に関する指導
を設定し、各教科等において指導を行います。

　また、学校は一つの組織体であることから、指導を進めるためには体制づくりが必要です。そ
のためには、各学校における教育の方針や指導の重点などに食に関する指導を位置付けます。そ
の上で、学校における食育を担当する委員会を明確にするなど、校務分掌に位置付け、食に関す
る指導の推進体制を整えることが重要です。担当する委員会においては、各教科等の指導計画や
児童生徒の実態を踏まえつつ、栄養教諭が中心となって関係教職員と連携・協力しながら全体計

画を作成し、全教職員の共通理解の下に、
効果的な指導を推し進めるといった組織的
な取組が求められます。

　効果的な食育の推進を図るためには、校
長のリーダーシップの下、栄養教諭を中核
として、学校、家庭、地域等が連携・協働
した取組を推進するとともに、その成果を
広く周知・普及することとされています。

（「食に関する指導の手引（第二次改訂版）」文部科学省、平成 31 年３月）
“ 第１章 学校における食育の推進の必要性 ” 参照

（「栄養教諭を中核としたこれからの学校の食育」
文部科学省、平成 29 年３月）

〔今後の課題〕
・中学校における朝食摂取の必要性に関する継続的な指導
・栄養教諭配置校と未配置校との取組の均等性を保つための学校間の連携と定期的な担当者会議の開催及

び情報の共有
・学校の取組に対する教育委員会の積極的及び効果的な支援の在り方
・中学校における栄養教諭への講師派遣
・小学校から中学校へのつながりを意識した系統的、継続的な食育の推進

〔連携機関・派遣講師及び連携内容〕
連携機関名 連携内容

足利市役所健康増進課 ・食生活改善推進委員による食育指導
・食育ファイルの配布

生活習慣改善推進委員「みえ若草会」 ・給食委員会児童を対象とした減塩に関する講話
  （クイズ形式にして委員会発表にて全児童へ向け発表）

佐野日本大学短期大学　
特任准教授　駒場　啓子　先生

・学校保健委員会での朝食に関する講話
  （小学校５、６年生及びその保護者も参加）

足利市役所農政課
足利市学校給食協同組合
足利市農業協同組合
両毛酪農業協同組合

・生産者との会食会

栃木県農政部農政課 ・おにぎりパックンを使用した食育指導
栃木県保健福祉部健康増進課 ・子どもの料理コンクール
ウィズガスＣＬＵＢ ・全国親子クッキングコンテスト
プレミックス協会 ・プレミックス粉を使った料理コンテスト
ＪＡ足利女性会みどり会 ・味噌作り

栃木県米粉食品普及推進協議会 ・米粉の無償供与事業を活用し、米粉を使用した料理で地
域の方をもてなす会を開催

〈けやき小学校〉
「校長先生との会食」

〈三重小学校〉
「お弁当作り」　　　　　　「バイキング給食」 「食生活改善推進員活動発表」

校内食育推進組織（例）
【役割】学校における食育に関する計画等の策定・進行管理　等

栄養教育給食（食育）
主任

養護教諭

管理職

学級担任
教科担任

地域

連
携

生産者等

連
携

連携

家庭

連
携

連携・協力 連携・協力

連携・協力 連携・協力

学校医
学校歯科医
学校薬剤師


